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地地域域包包括括ケケアア病病棟棟ののごご案案内内  
 

   

急性期治療を終了し、すぐに在宅や施設へ移行するには不安のある患者様に対し、在宅復帰に向けて

医療管理、診療、看護、リハビリテーションを行うことを目的とした病棟で、在宅あるいは介護施設

に復帰予定の方が対象となります。 

地地域域包包括括ケケアア病病棟棟ととはは  

地域医療連携室（担当 福井・佐々木・森) 

ＴＥＬ（直通）：０７９７－８５－２７2２        ＦＡＸ（代表）：０７９７－８７－９６０６ 

          ０７９７－８５－２７0２ 

【受付時間】 月曜日～金曜日 9：00～17：30      土曜日 9：00～12：00 

           ＊日曜・祝日はお受けできませんのでご了承ください 

 

宝塚第一病院は急性期医療の提供に加え、より地域の皆様にお応えする

ために「地域包括ケア病棟」を開設し、地域医療に貢献します。 

 

＜入院のお問い合わせ・お申し込み＞ 

〈次のような患者様が対象となります〉 

①  入院治療により状態は改善したが、地域包括ケア病棟でもう少し経過が必要な方。 

②  入院治療により症状が安定し、在宅復帰に向けてリハビリテーションが必要な方。 

③  在宅での療養準備が必要な方。 

（注）入院日数は保険診療上、最大 60 日までです。 

 

OPEN です！ 

 
第 6回 宝塚第一病院 地域交流会 開催 

日 時 平成 26 年 11 月 8 日（土）14：00～16：00 

場 所 宝塚商工会議所 多目的ホール（ソリオ２内、6 階） 

講 演 ★糖尿病の怖いところと、当院の糖尿病治療について【糖尿病内科部長 俵本和仁】 

★誤嚥性肺炎と食事介助のポイント【言語聴覚士 門野葵】 

★安全な経口摂取のための食事形態と多職種連携について【管理栄養士 横田宏美】 

連絡先 地域医療連携室（0797-84-8811）担当 佐々木、福井、荒木 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年 10月 25日（土） 

13：30～ 

場所：内科外来前ホール 

出演：アテンションプリーズ 

演奏曲：私の青空、聖者の行進 

月光値千金、テネシーワルツなど 

入場無料 

是非ご来場ください！ 

 

 
糖尿病教室の参加企画として料理コンテストを実施中。 

ご応募頂いた自慢のレシピは、外来フロアに掲示しますので皆さんの投票をお願いします。 

外来糖尿病教室   

テーマ： 野菜を使った料理 

【☆簡単 ☆低コスト ☆スピード料理など】 

入選発表日（第 4 回糖尿病教室） 

平成 27 年 2 月 7 日 

インフルエンザの季節がやってきます！ 

インフルエンザは、毎年 11月ごろから発生し、1 月～3月をピークに流行します。 

インフルエンザ・・かもと思ったら？ 

 

・熱の上りが突然であったか 

・悪寒や頭痛を伴っていないか 

・職場や学校で流行っていないか 

・家族で同じ症状の人がいないか 

・予防接種を受けていると、典型的な症状が出ない

場合があるため注意が必要である 

 

発熱の程度 

インフルエンザは突然

38℃以上の高熱が出る 

悪寒・頭痛・全身倦怠感 

関節痛など 

“かぜ”に比べて 

全身の症状が強い 

  

★手洗い 

★手のアルコール消毒 

★うがい 

★咳エチケット 

★睡眠と栄養を十分にとり、抵抗力を高める  

★予防接種をうけましょう 

★流行している時、外出は人ごみをさけ、 

マスクを着用しましょう 

 

 

宝宝塚塚第第一一病病院院  薬薬剤剤部部ををごご紹紹介介ししまますす  
    当院の外来処方箋が院外対応になって、約 2 年が経過しました。 

院内対応のころと比べ、「手間が増えた」と感じられる患者様もおられると思います。大変申し訳ありません。 

では、調剤薬局さんでお薬を受け取るメリットとはなんでしょう。 

例えば、患者様は当院以外にも様々な病院や診療所などを受診し薬をもらうケースがあります。その際、決まった

調剤薬局さんがあれば、それぞれの処方を取りまとめて「飲み合わせの確認」や「1 人 1 人に合わせた服用方法の

工夫」等、細やかな対応が可能になります(かかりつけ薬局が難しい方には、お薬手帳が役立ちます）。 

また調剤薬局では、お薬の相談以外に健康相談や栄養相談等様々なサービスを行っています。また、そのサービス

も調剤薬局によって少しずつ異なります。この機会に、かかりつけ（お気に入り）調剤薬局を是非おつくり下さい。 

なお院内薬剤部も、引き続き外来の患者様へ処方せんをお渡しする前の確認の他、患者様への吸入薬・インスリ

ン等の自己注射・自己血糖測定等を開始する際の指導を個別に行っています。また、お一人お一人に合った服用（使   

用）方法の相談・アドバイス等も行っています(ご入院中の患者様へは、退院後お薬で困る事 

のない様に病棟薬剤指導を行っています)。 

必要に応じ調剤薬局との連携も行っていますので、お薬に関する質問はどのような小さな事で 

もご遠慮なく当院、もしくはかかりつけ調剤薬局の薬剤師にご相談ください。 

 

特徴 

見る 

予防はどうするの？ 

 

 OK！ 

皆さんの素敵な 

レシピに投票して 

くださいね！ 

 


